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本
文
の
要
旨

二
〇
〇
二
年
の
臨
時
国
会
で
成
立
し
た

「自
然
再

生
推
進
法
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、
そ
の

"試

金
石
"
と
呼
ば
れ
た

「釧
路
湿
原
再
生
事
業
」
の
検

証
を
試
み
た
。
問
題
と
し
て
、
省
庁
間
の
壁
に
阻
ま

れ
て
首
尾

一
貫
し
た
事
業
が
で
き
て
い
な
い
と
い
う

矛
盾
、
市
民
参
加
の
あ
り
方
の
認
識
不
足
、
公
共
事

業
的
発
想
か
ら
の
脱
却
が
で
き
て
い
な
い
と
い

っ
た

点
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
ら
の
釧
路
再
生
事
業
の
実
情

か
ら
は
、
「自
然
再
生
推
進
法
」
が
、
自
然
環
境
を

取
り
戻
す
た
め
の
実
効
性
あ
る
方
策
づ
く
り
に
結
び

つ
か
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

は
じ
め
に

自
然
環
境
の
再
生

・
復
元
を
公
共
事
業
化
す
る
た
め
の

「
自
然
再
生
推
進
法
」
(図
1
参
照

:
以
下

「
再
生
法
」
)

が
、
二
〇
〇
二
年
の
臨
時
国
会
で
成
立
し

(十
二
月
三
日
)、

二
〇
〇
三
年

一
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
は
、

「
過
去
に
損
な
わ
れ
た
生
態
系
そ
の
他
の
自
然
環
境
を
取

り
戻
す
こ
と
を
目
的

(再
生
法
第
二
条
第

一
項
)
」

と
す

る
と
い
う
、
本
来
で
あ
れ
ば
歓
迎
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、

自
然
再
生
の
定
義
や
N
P
O
参
加
に
つ
い
て
曖
昧
で
あ
る

こ
と
や
、
監
視
機
関
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
多
く

の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
解
決
が
容
易
で
な
い
多
く

の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
法
律

の
今
後
の
行
く
末
に
つ
い
て
論

じ
る
た
め
に
、
環
境
省
が

「再
生
法
」
の

"試
金
石
"
と

呼
ん
で
い
た

「釧
路
湿
原
再
生
事
業
」
の
検
証
を
試
み
た
。

実
際
に
行
な
わ
れ
て
い
る
再
生
事
業
の
現
状
や
問
題
点
を

通
し
て
、
「
再
生
法
」
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て

い
く
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
危
険
性
を
持

っ
て
い
る

の
か
を
提
起
し
た
い
。

図
1
.
自
然
再
生
推
進
法
案
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
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一
、
再
生
事
業
の
実
施
者
は
、
事
業
ご
と
に
地
域
住

民
、
N
P
O
、
自
然
環
境
の
専
門
家
、
関
係
地
方

公
共
団
体
及
び
関
係
行
政
機
関
か
ら
成
る
自
然
再

生
推
進
協
議
会
を
組
織
す
る
。
協
議
会

の
組
織

・

運
営
に
つ
い
て
は
協
議
会
が
定
め
る
。

二
、
自
然
再
生
推
進
協
議
会
は
、
自
然
再
生
基
本
方

針
案
に
基
づ
い
た
自
然
再
生
全
体
構
想
を
作
成
し
、

実
施
計
画
を
協
議
す
る
。

三
、
環
境
大
臣
は
、
農
林
水
産
大
臣
、
国
土
交
通
大

臣
と
協
議
し
て
自
然
再
生
基
本
方
針
案
を
作
成
し
、

閣
議
決
定
を
行
な
う
。

四
、
環
境
省
、
農
林
水
産
省
及
び
国
土
交
通
省
は
、

自
然
環
境
に
関
し
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
に
よ

っ

て
構
成
す
る
自
然
再
生
専
門
家
会
議
を
設
け
、
そ

の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
こ
と
。

五
、
再
生
事
業
は
自
然
の
特
性
、
生
態
系

の
均
衡
を

踏
ま
え
科
学
的
知
見
に
基
づ
い
て
行
な
う
。
着
手

後
も
再
生
状
況
を
監
視
し
、
科
学
的
に
評
価
す
る
。

「
再
生
法
」
の
釧
路
湿
原
再
生
事
業

「釧
路
湿
原
再
生
事
業
」
は
、
乾
燥
化
が
進
み
、
湿
原

面
積
が
減
少
傾
向
に
あ
る
釧
路
湿
原
に
対
し
て
、
『
釧
路

湿
原
の
河
川
環
境
に
関
す
る
検
討
委
員
会

(母
体
と
な
る

本
委
員
会
と
、
調
査
技
術
小
委
員
会
、
湿
原
再
生
小
委
員

会
、
旧
復
元
小
委
員
会
、
土
砂
流
入
小
委
員
会
、
湿
原
利

用
小
委
員
会
の
五

つ
の
小
委
員
会
か
ら
構
成
さ
れ
る
)
』

が
二
〇
〇
二
年
三
月
に
出
し
た
提
言
を
受
け
て
ス
タ
ー
ト

し
て
い
る
。
そ
の
提
言
と
は
、
「
一
九
八
○
年
の
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
登
録
当
時
の
環
境

へ
回
復
す
る
こ
と
」
を
目
標
と

し
て
、
水
辺
林

・
土
砂
調
節
地
に
よ
る
土
砂
流
入
の
防
止
、

植
林
な
ど
に
よ
る
保
水
機
能
の
向
上
、
湿
原
の
再
生
、
直

線
化
さ
れ
た
河
川
の
蛇
行

へ
の
復
元
、
野
生
生
物
の
保
全
、



市
民
参
加
と
環
境
教
育

の
促
進
、
地
域
の
連
携
な
ど
ト
、
一

項
目
か
ら
成
り
、
様
々
な
分
野
に
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
を

元

に
し
て
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省
、
関
係
自
治
体
な
ど

十
機
関
か
ら
構
成
さ
れ
る

『釧
路
湿
原
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
」

な
る
組
織
が
、
事
業
を
計
画

・
実
施
し
て
い
る
。

結
論
か
ら
い
う
と
、
「釧
路
湿
原
再
生
事
業

」

は
、
失

わ
れ
た
自
然
環
境
を
再
生
す
る
た
め
に
は
機
能
し
て
お
ら

ず
、
根
本
的
な
方
向
転
換
が
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
失
敗
に

終
わ
る
の
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
と
予
測
で
き
る
。

つ
ま
り
、

こ
の

"試
金
石
"
は
、
「再
生
法
」
が
正
常

に
機
能
し
な

い
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
を
大
き
く
三

つ
に

分
け
以
下
に
述

べ
る
。

写真 牛が放牧 されているそばでクンチョウが遊ぶ(標 茶

町茅沼地区)。画面中央一Lの白い二っの点がタンチョ
ウ。湿原を本来の姿に戻すべ く行なわれる蛇行事業

のすぐそばで、湿原を埋め立てて牧草地にする矛盾

が、 ウシとタンチョウを通 して映 し出されている。

を
か
け
て
行
な
わ
れ
る

〇
二
年
十
月

一
日
)」
予
定
で
あ
る
。

呼
ば
れ
る
こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

た
に
土
盛
り
を
行
な
う
た
め
に
、

直
接
土
砂
が
大
量
に
流
出
し
、

助
長
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

場
で
は
、
湿
原
の
乾
燥
化
を
防
ぐ
た
め
に
川
を
蛇
行
さ
せ

る

一
方
で
、
湿
原
に
な
り

つ
つ
あ
る
場
所
を
乾
燥
さ
せ
て

再
び
農
地
に
戻
そ
う
と
す
る
矛
盾
し
た
行
為
が
平
然
と
行

な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

河
川
の
蛇
行
を
担
当
し
て
い
る
の
は
国
⊥
交
通
省
の
北

海
道
開
発
局
釧
路
開
発
建
設
部

(以
下
、
釧
路
開
建
)
の

河
川
の
蛇
行
事
業
と
農
地
開
発
の
矛
盾

一
つ
目
は
、
縦
割
り
行
政
が
生
み
出

す
矛
盾
に
つ
い
て
の
問
題
で
あ
る
。
「
釧

路
湿
原
再
生
事
業
」

の
な
か
で
、
特

に

脚
光
を
浴
び
て
い
る

「
河
川

の
蛇
行
事

業
」
を
例

に
挙
げ

て
説
明
す
る
。

こ
れ

は
、
直
線
化
さ
せ
た
川
を
本
来
の
蛇
行

し
た
川
に
戻
そ
う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。

洪
水
防
止
と
農
地
開
発

の
た
め

に
、
湿

原

の
川
を
直
線
化
さ
せ
た
こ
と
が
、
大

量
の
土
砂
を
下
流
の
湿
原

に
流
出
さ
せ
、

湿
原
の
乾
燥
化
を
招
く

一
因
と
な

っ
て

い
た
。

そ
こ
で
、
川
を
蛇
行
さ
せ
る
こ

と

に
よ

っ
て
、
十
砂
が
下
流

に
流
れ
出

す
の
を
防
止
す
る
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

し
か
し
、
蛇
行
事
業
を
行
な
う
釧
路
川

中
流
の
標
茶
町
茅
沼
地
区
で
は
、
「
湿
原

に
戻
り

つ
つ
あ
る
国
営
農
地
八
六
八

ヘ

ク
タ
ー
ル
を
再
び
乾
燥
化
さ
せ
て
農
地

に
戻
す
事
業
が
今
年
度
か
ら
六
五
億
円

(図
2

:
読
売
新
聞
道
内
版
二
〇

農
地
防
災
事
業
と

排
水
溝
を
掘
り
、
新

雨
が
降
る
な
ど
す
る
と

下
流
の
湿
原
の
乾
燥
化
を

つ
ま
り
、
現

治
水
課
、
農
地
防
災
事
業
は
同
じ
釧
路
開
建
の
農
業
開
発

課
で
あ
る
。
こ
の
旧
態
依
然

の
縦
割
り
行
政
の
い
っ
た
い

ど
こ
が

「縦
割
り
の
壁
を
な
く
す
よ
う
、
行
政
同
⊥
が
協

力
し
て
事
業
を
推
進
す
る
こ
れ
ま
で
に
な
い
画
期
的
な
取

り
組
み

(北
海
道
新
聞
二
〇
〇
二
年

一
月
二
十
三
日
)
」

な
の
だ
ろ
う
か
。
結
局
、
「
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
と
は
、

役
割
分
担
や
事
業
の
効
率
化
を
行
な
う
も
の
で
は
な
く
、

単
な
る
情
報
交
換
の
役
目
を
果
た
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

こ
の
蛇
行
事
業
に
関
し
て
、
釧
路
開
建
は
、
環
境
省
の
意

見
も
聞
い
て
い
る
と
言

っ
て
は
い
る
が
、
同
じ
部
局
内
で

さ
え
再
生
事
業
と
農
地
開
発

の
調
整
も
で
き
て
い
な
い
現

状
を
見
て
い
る
と
、

.

、
賦

4

憶

麟端 膿婆壕i
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饗拠iで徳
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く読売新聞道内版2002年10月1日 より〉

ど
れ
程
の
情
報
交
換

が
行
わ
れ
て
い
る
の

か
疑
問
で
あ
る
。
ま

し
て
や
、
計
画
変
更

の
可
能
性
に

つ
い
て

は
、
期
待
な
ど
で
き

は
し
な
い
。
行
政

の

縦
割
り
の
仕
組
み
が

根
本
的
に
変
わ
ら
な

け
れ
ば
、
法
案

の
あ

る
な
し
に
か
か
わ
ら

ず
、
「自
然
再
生
」

は
ま
と
も
に
望
め
な

い
だ
ろ
う
。

置
き
去
り
に
さ
れ
た

市
民
参
加

二
つ
目
は
、
市
民

参
加
の
問
題
で
あ
る
。

釧
路
湿
原
再
生
事
業
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に
お
い
て
は
、
「再
生
法
」
の
い
う
、
地
域
住

民
、

N
P

O
、
自
然
環
境

の
専
門
家
、
関
係
地
方
公
共
団
体
及
び
関

係
行
政
機
関
か
ら
な
る

『自
然
再
生
協
議
会
」
は
存
在
し

な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、
『検
討
委
員
会
』
と

『
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
』
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
事
業
計
画

や
そ
の
実
施
に
関
わ
る
地
域
住
民
や
N
P
O
は
ご
く
少
数

で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
、
専
門
家

の
判
断
の
も

と
行
政
主
導
で
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い

っ
て
よ
い
。

こ
こ
で
の
市
民
参
加
の
実
態
は
、
環
境
省

の

『釧
路
湿

原
自
然
再
生

に
係
わ
る
市
民
参
加

・
環
境
教
育
等
の
推
進

方
策
調
査
懇
談
会
』
に
よ
く
現
れ
て
い
る
。

こ
の
懇
談
会

で
は
、
市
民
参
加

の
あ
り
方
や
そ
の
デ
ザ
イ

ン
の
提
案
が
、

有
識
者
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ

っ
て

「市
民
抜
き
」
で

議
論
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
市
民
参
加
と

は
上
か
ら
押
し
付
け
ら
れ
た
り
、
与
え
ら
れ
た
り
す
る
も

の
で
は
な
く
、
市
民
が
自
ら
訓
練
し
、

ノ
ウ

ハ
ウ
を
獲
得

し
て
い
く
も
の
だ
。
市
民
参
加
の
意
味
を
完
全
に
履
き
違

え
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
。
平
日
の
し
か
も
デ
イ
タ
イ

ム
に
懇
談
会
を
開
い
て
、

一
般
市
民
が
参
加

で
き
る
か
否

か
に
気
づ
か
な
い
の
も
致
命
的
だ
。
さ
ら
に
、

こ
の
懇
談

会
に
は
、
も
う

一
つ
の
問
題
が
あ
る
。
環
境
教
育
や
市
民

参
加
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
場
が
、
既
に
、
前
出

『検
討

委
員
会
』
の
構
成
委
員
会
で
あ
る

『湿
原
利
用
委
員
会
」

に
あ
り
、
新
た
に
で
き
た
こ
の
懇
談
会
と
役
割
が
重
な

っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
縦
割
り
行
政

の
弊
害
と
い

え
る
と
同
時
に
、
市
民
参
加
を
口
実
に
し
た
、
環
境
省
管

轄
の

「
自
然
再
生
事
業
費
」
の
予
算
消
化
の
手
段
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
九
月
三
十
日
に
東
京
で
行
な
わ
れ
た
、
再
生
事

業
の
運
営
や
問
題
点
に
つ
い
て
説
明
が
行
な
わ
れ
た

「
自

然
再
生
事
業

の
実
施
に
関
す
る
N
G
O
意
見
交
換
会
」
に

お
い
て
、
環
境
省
は
、
釧
路
湿
原
再
生
事
業

に
つ
い
て
、

「市
民
参
加

・
情
報
公
開
資
料
も
含
め
て
全
て
公
開
で
行

な

っ
て
い
る
」
と
し
、
事
業
に
関
わ
る
検
討
会
や
会
議
の

傍
聴
、
資
料
の
閲
覧
は
可
能
で
あ
る
と
発
言
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
再
生
事
業
で
な
く
と
も

今
日
で
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。
公
開
し
て
い
る
と

い
う
だ
け
で
市
民
に
門
戸
を
開
い
て
い
る
と
考
え
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
認
識
不
足
で
し
か
な
い
。
情
報
を
ど
の
よ
う

に
提
供
し
て
い
る
の
か

(媒
体
や
そ
の
期
間
な
ど
)、

ど

の
よ
う
な
形
で
意
見
を
聞
い
て
い
る
の
か
、
寄
せ
ら
れ
た

意
見
や
提
案
を
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
る
の
か
が
重
要

な
の
だ
。

そ
れ
ら
が
明
確
で
な
い
釧
路
再
生
事
業
は
、

「計
画
段
階
か
ら
地
域
住
民
と
な
ど
が
参
加

で
き
る
の
で
、

こ
れ
ま
で
の
公
共
工
事
と
は
根
本
的
に
違
う

(北
海
道
新

聞
二
〇
〇
二
年
七
月
六
日
)」
と

い
え
る
の
か
疑
問
で
あ

る
。
市
民
参
加
に
対
す
る
現
場
の
認
識
不
足
は
、
再
生
法

の

「協
議
会
」
を
空
振
り
に
終
わ
ら
せ
る
原
因
と
な
る
に

違
い
な
い
。

釧
路
湿
原
再
生
事
業
で
は
、
環
境
省
や
国
土
交
通
省
が

い
う

「市
民
参
加
」
の
未
熟
さ
が
露
呈
し
、
両
省

へ
寄
せ

る
地
域
住
民
や
N
P
O
の
期
待

の
低
さ
が
明
確
と
な
っ
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
行
政
に
よ
る

「市
民
参
加
」
は
計
画
段

階
で
の
地
域
住
民
や
N
P
O
の
位
置
づ
け
が
不
十
分
で
あ

り
、
再
生
事
業
に
途
中
参
加
す
る
良
心
的
な
自
然
保
護
団

体
に
と

っ
て
悩
み
深
い
こ
と
は
必
至

で
あ
ろ
う
。
そ
の
意

味
で
は
、
釧
路
湿
原
再
生
事
業
は
、
自
然
再
生
法
の

"試

金
石
"
で
あ

っ
た
と
同
時
に
、
成
熟
し
た
民
主
的
社
会
を

実
現
す
る

「
市
民
参
加
」
の

"試
金
石
"
で
も
あ

っ
た
の

で
あ
る
。

「
再
生

事

業

」

三

つ
目

は
、

す

る

一
方

で
、

は
公
共
事
業
の
看
板
の
架
け
替
え
か

自
然
再
生
と
い
う
公
共
事
業
を
し
よ
う
と

依
然
と
し
て
従
来
の
自
然
破
壊
型
公
共
事

業
を
同
時
進
行
し
て
い
る
矛
盾
を
、
ど
う
説
明
し
、
解
決

す
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
釧
路
開
建
の
担
当
者
は
、

再
生
事
業
を
行
な
う
の
は

「時
代
が
変
わ

っ
た
か
ら
だ
」

と
語

っ
た
が
、
従
来
型
公
共
事
業

へ
の
反
省
が
な
い
こ
の

単
純
な

一
言
は
、
関
係
省
庁
の
再
生
事
業

へ
の
姿
勢
を
そ

の
ま
ま
投
影
し
た
も
の
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

希
少
海
草
類
の
移
植
が
解
決
し
な
い
ま
ま
強
引
に
埋
立

を
開
始
し
た
泡
瀬
干
潟
埋
立
計
画
、
大
規
模
な
自
然
破
壊

に
対
す
る
非
難
を
よ
そ
に
破
綻
し
た
計
画
を
押
し
進
め
て

き
た
旦
局
横
断
道
路
、
世
論
に
も
自
然
に
も
無
神
経
な
諌

早
干
拓
事
業
な
ど
、
非
民
主
的
な
開
発
行
為
を
挙
げ
る
と

枚
挙
に
暇
が
な
い
。
ま
ず
は
、

こ
の

一
連
の
、
御
用
学
者

を
使

っ
て
の

「自
然
環
境

へ
の
影
響
は
少
な
い
」
と
強
引

に
事
業
を
進
あ
て
き
た
や
り
方

に
つ
い
て
の
反
省
こ
そ
が
、

再
生
法
成
立
の
大
前
提
と
な
る
べ
き
で
あ

っ
た
。
な
ぜ
な

ら
、
自
然
再
生
事
業
は
環
境

ア
セ
ス
を
行
な
う
義
務
を
伴

わ
な
い
た
め
、
科
学
的
な
根
拠
も
な
い
ま
ま

「自
然
環
境

は
回
復
で
き
る
」
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
事
業
が
強

引
に
行
な
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ
。
前
出
の
蛇
行

事
業
に
し
て
も
、
担
当
者
は

コ

～
二
年
経
過
を
見
て
、

結
果
次
第
で
本
工
事

の
着
手
を
判
断
す
る
」
と
言

っ
て
は

い
る
が
、
未
だ
土
木
工
学
的
発
想
か
ら
抜
け
出
せ
ず
に
い

る
国
交
省
に
適
切
な
判
断
が
で
き
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

何
を
も

っ
て

「
再
生
が
で
き
た
」
と
判
断
す
る
の
か
、
ま

た
、
結
果
を
誰
が
ど
う
分
析
す
る
の
か
で
結
論
を
い
か
ほ

ど
に
も
変
え
る
こ
と
が
可
能
だ
。
そ
う
考
え
る
と
、
こ
れ

ま
で
の
公
共
事
業
に
対
す
る
反
省
も
な
い
ま
ま
の
姿
勢
を

考
え
る
と
、
蛇
行
事
業
が
引
き
起
こ
す
問
題
が
無
視
さ
れ

た
ま
ま
継
続
し
て
行
な
わ
れ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
。

そ
も
そ
も
、
蛇
行
事
業
自
体
が
、
現
時
点

で
優
先
的
に

着
手
す
べ
き
事
業

で
あ
る
か
に
つ
い
て
も
疑
問
が
残
る
。

釧
路
湿
原
を
再
生
す
る
に
は
、
本
来
、
湿
原

一
帯
の
農
地
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開
発
や
森
林
伐
採
、
産
廃
捨

て
場
の
問
題
、
湿
原
を
分
断

し
て
い
る
大
規
模
な
堤
防

の
除
去
な
ど
を
大
局
的
包
括
的

に
捉
え
、
国
立
公
園

の
線
引
き
の
見
直
し
を
視
野
に
入
れ

な
が
ら
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か

し
、

こ
れ
ら
の
根
本
的
な
問
題
解
決
に
結
び

つ
か
な
い
対

処
療
法
的
か

つ
、
技
術
的
手
法
に
の
み
に
頼

っ
て
い
る
の

が
、
今
行
な
わ
れ
て
い
る
再
生
事
業

(釧
路
開
建
の
蛇
行

事
業
だ
け
で
な
く
、
環
境
省
の
植
林
事
業
も
含
め
て
)
の

実
体
な
の
だ
。
こ
の
よ
う
な

「釧
路
湿
原
再
生
事
業
」
の

現
状
か
ら
は
、
公
共
事
業
費
削
減
の
な
か
で
新
た
に
つ
い

た
再
生
事
業
予
算
を

い
か
に
省
益
に

つ
な
げ

て
い
く
か
の

み
を
考
え
、
自
然
が
な
ぜ
失
わ
れ
た
の
か
を
省
み
る
こ
と

な
い
関
係
省
庁
の
姿
が
浮
か
び
上
が

っ
て
く

る
。
国
土
交

通
省
と
は
扱
え
る
事
業

の
数
、
規
模
と
も
に
小
さ
く
、
予

算
も
比

べ
も
の
に
な
ら
な
い
環
境
省
は
、
こ
の
新
し
い
公

土
ハ事
業

の
予
算
枠
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、
天
下
り
団

体

の
整
備
と
確
保
を
行
な
い
た
い
と
見
え
る
し
、
国
土
交

通
省
は
、
従
来

の
よ
う
な
強
引
な
事
業
方
針

の
行
き
詰
ま

り
と
公
共
事
業
費

の
削
減
か
ら
、
新
し
い
事
業
を
開
発
し
、

全
国
的
に
展
開
し
て
い
く
の
が
狙
い
で
あ
る
よ
う
に
見
え

る
。
こ
れ
ら
省
益
優
先
の
考
え
方
や
、
縦
割

り
の
仕
組
み

が
、
自
然
を
取
り
戻
す
は
ず
の

「再
生
法
」

の
本
来
の
方

向
性
を
曲
げ
て
い
く
の
は
ほ
ぼ
確
実

で
あ
ろ
う
。

市
民
が
つ
く
る
法
律
を
め
ざ
し
て

省
庁
間
の
壁

に
阻
ま
れ
て
首
尾

一
貫
し
た
事
業
が
で
き

て
い
な
い
と
い
う
矛
盾
、
市
民
参
加
の
あ
り
方
の
認
識
不

足
、
公
共
事
業
的
発
想
か
ら
の
脱
却
が
で
き

て
い
な
い
と

い
っ
た
釧
路
再
生
事
業
の
実
情
は
、
自
然
を
再
生
す
る
た

あ
の
体
制
づ
く
り
が
い
か
に
難
し
い
か
を
示

し
て
い
る
。

こ
の

「試
金
石
」
か
ら
判
断
す
る
限
り
で
は
、
「
再
生
法
」

に
よ
っ
て
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
場
合
、
半
端
な
再
生
事

業
モ
デ
ル
の
シ
ス
テ
ム
が
模
倣
さ
れ
、
全
国
規
模
で
問
題

が
拡
大
し
て
い
く
こ
と
は
容
易
に
予
測
で
き
る
。
さ
ら
に
、

多
く
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
な
が
ら
も
、
再
生
事
業
の
内

容
を
再
検
討
す
る
仕
組
み
や
、
監
視
ま
た
は
チ

ェ
ッ
ク
す

る
仕
組
み
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
こ
の
法
律
が
い
か
に

危
険
か
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

さ
ら
に
、
「自
然
再
生
は
、
国
土
の
保
全
そ
の
他
の
公

益
と
の
調
整
に
留
意
し
て
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(再
生
法
第
六
条
第

一
項
)
」
と
い
う
条
文
が
、
自
然
再
生

事
業
を
無
力
化
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
決
定
的
と
い
え
る
。

そ
れ
は
、
再
生
法
に
お
け
る
国
会
審
議

の
中

で
、
「
自
然

再
生
を
行
な
お
う
と
す
る

一
方
で
、
従
来
の
自
然
破
壊
型

公
共
事
業
を
同
時
進
行
し
て
い
る
矛
盾
は
?
」
と
い
う
質

問
に
対
し
て
答
え
た
、
「過
去
に
損
な
わ
れ
た
自
然
を
再

生
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
他
の
事
業
を
止
あ
る
と
い

う
の
が
目
的
で
は
な
い
」
と
の
環
境
大
臣
の
言
葉
に
ハ
ッ

キ
リ
と
現
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
再
生
法
は
、
再
生
事
業

を
進
め
る
際
、
他
の
事
業
等
が
障
害
と
な

っ
て
い
て
も
、

そ
れ
ら
の
事
業
を
中
止
さ
せ
た
り
、
計
画
を
変
え
さ
せ
た

り
す
る
効
力
を
持
た
な
い
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
自
然
再
生
を
推
進
す
る
う
え
で
は
致
命
的

と
い
え
よ
う
。
様
々
な

つ
な
が
り
か
ら
成
り
立

っ
て
い
る

自
然
を
バ
ラ
バ
ラ
に
寸
断
し
、
機
能
停
止

に
ま
で
追

い
込

ん
で
い
る
主
な
原
因
は
、
開
発
行
為
に
歯
止
め
を
か
け
る

こ
と
の
で
き
な
い
制
度
や
公
共
事
業

に
あ
る
と
い
っ
て
よ

い
。
よ

っ
て
、
自
然
再
生
を
行
う
な
ら
ば
当
然
、
他

の
事

業
等
と
の
衝
突
は
必
至
と
な
る
。
例
え
ば
、
河
川
に
目
を

向
け
る
と
、
上
流
の
森
林
伐
採
や
、
大
小
数
々
の
ダ
ム
が
、

水
質
の
悪
化
や
生
物
の
減
少
な
ど
の
河
川
環
境

の
破
壊

・

悪
化
の
根
源
と
な
り
、
海
岸
線
侵
食
の
原
因
と
な

っ
て
い

る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
際
、
自
然
再
生
を
行
な
う

と
い
う
こ
と
は
、
現
代
社
会
の
歪
ん
だ
シ
ス
テ
ム
の
改
変
、

図

3

.

自
然
再
生
推
進
法
案
の
付
帯
決
議
案
の
主
な
内
容

に
つ
い
て
。

一
、
再
生
事
業
は
、
従
来
か
ら
の
公
共
事
業
の
延
長

と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
工
事

等
を
行
う
こ
と
を
前
提
と
し
な
い
自
然
の
回
復
力

に
任
せ
る
方
法
も
十
分
考
慮
す
る
こ
と
。

二
、
自
然
再
生
全
体
構
想
の
作
成
に
当
た
っ
て
の
調

査
及
び
そ
の
評
価
方
法
を
自
然
再
生
基
本
方
針
に

明
記
す
る
こ
と
。
ま
た
、
自
然
再
生
協
議
会
は
、

当
該
自
然
再
生
事
業
の
事
前

・
事
後
を
通
じ
、
科

学
的
評
価
結
果
を
踏
ま
え
た
計
画
の
作
成
ま
た
は

見
直
し
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
自
然
再
生
基
本

方
針
に
明
記
す
る
こ
と
。

三
、
あ
ら
か
じ
め
自
然
環
境
の
特
性
に
つ
い
て
専
門

家
の
参
加
の
も
と
適
切
か

つ
十
分
な
調
査
が
行
わ

れ
、
再
生
の
必
要
性
が
客
観
的
か
つ
科
学
的
に
明

ら
か
に
さ
れ
た
区
域
を
再
生
事
業

の
対
象
と
す
る

こ
と
。

四
、
自
然
再
生
専
門
家
会
議
及
び
自
然
再
生
推
進
会

議
、
自
然
再
生
協
議
会
に
お
い
て
は
、
情
報
公
開

の
徹
底
を
図
り
、
透
明
性
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

五
、
自
然
再
生
協
議
会

へ
の
N
P
O
等
の
参
加
に
つ

い
て
そ
の
公
平
性
の
確
保
に
努
め
、
主
体
的
役
割

の
確
保
を
図
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

※

参
議
院
質
疑
の
際
、
自
然
再
生
推
進
法
案
に
対
し
て

様
々
な
問
題
点
が
報
告
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
附
帯

決
議
案
が
出
さ
れ
、
承
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

「～
に
努
め
る
こ
と
」
な
ど
の

努
力
目
標
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。
ま
た
、
拘
束
力
も
持

た
な
い
た
め
に
効
果
の
ほ
ど
は
期
待

で
き
な
い
。

あ
る
い
は
開
発
計
画
の
中
止

・
変
更
や
既
存
施
設
の
撤
去

な
ど
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
実
行
さ
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

的
を
射
た
自
然
再
生
な
ど
望
む
べ
く
も
な
い
。
自
然
環
境

の
再
生
と
は
、
分
断
さ
れ
た
自
然
の
つ
な
が
り
を
回
復
し

て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
大
局
的
か

つ
長
期
的
な
総
合
計
画
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の
も
と
、
政
官
財
学
の
癒
着
を
排
除
し
て
行
な
わ
れ
な
け

れ
ば
成
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
[
再
生
法
」

に
そ
れ
が
可

能
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
?

今
回
、
幾

つ
か
の
市
民
団
体
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

残
念
な
が
ら
法
案
は
成
立
し
て
し
ま

っ
た

(
付
帯
決
議
付

き
、
図
3
)。
お
も
な
原
因
は
、
国
民
は
お
ろ
か
、
多
く

の
市
民
団
体
が

「自
然
の
再
生
・回
復
」
と
い

っ
た
謳
い
文

句

に
惑
わ
さ
れ
て
し
ま

っ
た
こ
と
、
法
案
に
疑
問
を
持

つ

市
民
団
体
が
、
法
案
の
危
険
性
を
効
果
的

に
訴
え
ら
れ
な

か

っ
た
こ
と
、
関
係
団
体
の
協
働
体
制
が
十
分
機
能
し
な

か

っ
た
こ
と
な
ど
に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、

こ

の
悪
法
の
成
立
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
か
ら

と
い
っ
て
、
こ
の
ま
ま
漫
然
と
眺
め
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
今
後
、
私
た
ち
は
、
関
係
省
庁
が
設
定
す
る

「市
民

参
画
」
の
枠
に
と
ど
ま
ら
ず
、
予
期
さ
れ
る
問
題
を
回
避

・

予
防
す
る
べ
く
監
視
や
提
案
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

同
時
に
、
五
年
後
の
法
律
改
正
時
に
向
け
て
、
実
際
に
起

こ
っ
た
問
題
点
を
整
理
し
、
改
正
案

の
提
示
の
準
備
も
行

な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
考
え
を
同

じ
に
す
る
市
民
団
体
や
個
人
ら
と
全
国
規
模
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
組
む
な
ど
し
て
、
情
報
交
換
や
人
材
交
流
を
行
な
う

こ
と
や
、
法
律
改
正
時
に
向
け
て
、

ロ
ビ
ー
イ
ン
グ
や
マ

ス
コ
ミ
発
表
を
積
極
的
に
展
開

で
き
る
運
動
形
態
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
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